
街の中にマチができた、
という喜びで、tetteを
みています。商業と人
口のドーナツ化を肌身

に感じてウン十年、tetteが放つ人と
光の輪に連動して、我々専門店も異な
った色の輪をそれぞれが放ち、ふるさ
との街になりたいです。

公共施設はえてして「あ
れもダメ、これもダメ」
になりがちです。tette

での人々の出会いが「あ
れもやってみよう！これもやってみよ
う！」といった挑戦的な活動を生み、
施設内外で展開されることを期待して
います。

NPO法人岡崎まち育て  
センター・りた　事務局次長

松本大学図書館長
元塩 尻市市民交流センター長

開館１年前に呼んでい
ただき、図書館をつくる
のは市民の皆さん、とい
う話をさせていただき

ました。開館初日、すでに多くの皆さ
んが活動するご様子に、tetteの成功
を確信しました。ますますのご健闘を
お祈りしております。

開館おめでとうございま
す。縁の下の力持ちとし
て尽力されてきた皆さま
に心より敬意を表しま

す。tetteが、「知」と「人」が縦横無
尽に行き交い、これからの須賀川の未
来に欠かせないエンジンとなりますよ
うに。

紫波町図書館
主任司書

ここで生まれる、モノと
コトが須賀川の皆さま
の1番の財産になると確
信しております。偶然、

必然の交流を経て、須賀川から世界へ
飛び出していろんな事に出会えるすご
い武器を手にした皆さまのプロジェク
トの発展を心より祈願します。

グッドモーニングス株式会社
代 表取 締役

コミュニティーに生き
る、世代を超えた様々な
人々の笑い声が響き渡
る、新しいコミュニケー

ションの「場」。そこで新しいオトと
コトバをともに紡ぐ「オトコトバヅク
リ」を須賀川の皆さんと一緒に出来る
日を楽しみにしております。

演出家

偶然、車のラジオから
tetteについて語る佐久
間室長の声。ついにオー
プンしたんだ！と嬉しく

なりました。これからも、tetteから
生まれる物語に耳を澄ませて行きたい
です。開館おめでとうございます。

音楽家

tet teパートナーズクラブ

縁あって管理運営委員会
に携わらせて頂き市民と
共に須賀川らしいtette

を作っていこうとする職
員、関係者の皆様の熱意を強く感じま
した。これからも互いに手を取り協働
し、私達の様々な希望や計画を柔軟に
受け止めて下さる事を願います。

福島大学共生システム理工学類
准教 授

建築設計者の選定から
管理運営の検討まで、市
民や市役所の方々と議
論を重ねてきましたが、

使ってみて初めて気がつくことがある
と思います。改善を重ね、須賀川の豊
かな暮らしと復興を牽引する場所とし
て、tetteを育み続けてください。

福島大学
tet teパートナーズクラブ

tetteは、これからの須
賀川を活性化させる大き
な可能性を秘めていると
思 い ま す。 私 は、tette

パートナーズクラブの一員として、そ
の可能性を広げる一助になれるよう今
後の活動に参加していきたいと考えて
おります。

ヴァイオリニスト・
作編曲家

tetteイメージ曲「Thank 

you for your smile」は、
子どももお年寄りも来る
場所なので、「ここに来

たら何か楽しいね」と思ってもらえる
ような、聴き馴染みやすい曲を意識し
て作曲しました。いつまでも素敵な場
所でありますように。

 （有）酒井ゆうじ造 型工房
原型師

長い道のりであった円
谷英二ミュージーアム
が完成しオープンの日
を迎えることができて、

今は肩の荷が下りてホッとしていま
す。tetteと円谷英二ミュージアムが
市民の拠点として愛され、文化の発信
の場となる事を願っています。

須賀川地 域コミュニティ FM 
「ウルトラFM」

街にはシンボルが必要
だ。シンボルは「人の心
のよりどころ」であり「希
望の象徴」。tetteの役割

はまさにそれである。そこから発信す
るこのラジオ局も「街のシンボル」と
なるように、私も関わるものとして思
いを新たにしています。

須賀川市立第三小学校
tet teパートナーズクラブ

楽しい企画を色々やって
み た く て、tetteパ ー ト
ナーズクラブに入りまし
た。例えば、テラスの花

壇を畑にして野菜を育てて料理教室を
してみたい。3階のラウンジは本棚に
囲まれていて落ちつくから好き。新し
い図書館になって嬉しいです。

須賀川市立第一小学校
tet teパートナーズクラブ

tetteパートナーズクラ
ブに入ったのは、誰か
のために役にたちたか
ったのと、いろんな人に

tetteを楽しんでもらいたくて。ボラ
ンティアは初めてですが周りの人達が
優しく教えてくれます。私もそんな人
になれるように頑張りたいです。

写真家

須賀川の皆さんとロック
フェスをつくることを一
緒に考えたことがとても
楽しかったです。tette

ができたことで、新たな活動や広がり
ができることを心より楽しみにしてい
ます。

脚本家

オープンおめでとうござ
います。人がふらりと立
ち寄って集える場所は、
その地の大きな財産だと

思います。沢山の人が集まり、多様な
想いを共有し、ほっと一息つける場所
となりますように。帰省の時に伺うこ
とを楽しみにしています。

本と雑 貨とデザインの店
  「design company」

とても素敵な施設が須
賀川にできたこと嬉し
く思います！ tetteを活
用し価値のあるコミュ

ニティを創造し続けてこそ意味のある
ことだと思いますので、皆で活用方法
を考えていきたいと思います！

CCGA
現代グラフィックアートセンター

CCGAは現代版画やデザ
インを紹介する美術館で
す。版画と言えば須賀川
生まれの絵師、亜欧堂田

善。tetteが田善をはじめとする須賀
川の文化を発信する拠点として、市民
の皆さんに活用されることを願ってい
ます。

Dragon Ash
ダンサー

須賀川市民交流センター 

tette が須賀川の皆さん
にとって、心の安らぐ場
所、シンボルとなり、共

に、成長していく事を願っています。 

須賀川の皆さんにまたお会いできるの
を楽しみにしていますね。 

フレンチ割烹 Dominique Corby
ディレクタージェネラル

須賀川では、沢山の生産
者さんの畑を訪れて、食
材に出合い、感動しまし
た。東京に帰った後も、

須賀川の素晴らしい野菜を毎日使って
います。これからも須賀川の応援をし
ていきたいですし、tetteのキッチン
スペースにも呼んでください！

フェッラゴースト
オーナーシェフ

コルビシェフのアシスタ
ントでワークショップに
参加して、地元の生産者
が作る食材の変化や市

民の皆さんとの話し合いが刺激的で
した。tetteから発信される優しさや
思いが須賀川を越えて繋がり続けるよ
う、私も一緒に育てていきたいです。

大束 屋珈琲店
店主

文筆家

多くの人が学校や職場、
家庭でそれぞれ役割を
担っていると思います
が、そうした属性から

解かれた居心地の良い「サードプレイ
ス」が今、社会で求められています。
須賀川市にとってのtetteもそうした
場になりますように。

写真家

沢山のご縁があり市民交
流センターＰＲ冊子『す
かがわ、めぐるめく』の
表紙と裏表紙の撮影に関

われたことを本当に嬉しく思います。
この先tetteには多く人が訪れ、そし
て沢山のことを発信出来る場所になる
可能性を強く感じています。
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◎
本
冊
子
タ
イ
ト
ル
「
す
か
が
わ
、
め
ぐ
る
め
く
」
に
つ
い
て

「
め
ぐ
る
め
く
」
と
は
、
こ
こ
で
は
「
光
景
が
極
め
て
美
し
い
さ

ま
＝
め
く
る
め
く
」
と
「
〜
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
進
行
形
を
表

す
＝
○
○
め
く
」
を
合
わ
せ
た
造
語
。
沢
山
の
ひ
と
が
行
き
交
う

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、「
ひ
と
」
や
「
も
の
」
や
「
も

の
ご
と
」
が
巡
り
、
沢
山
の
き
ら
め
く
光
景
が
生
ま
れ
る
場
所
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
ま
し
た
。

◎
本
冊
子
に
描
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト

 「
春
」（
P
2
）、「
お
わ
り
の
扉
を
ひ
ら
い
て
」（
P
3
）、「
み
ん

な
で
つ
く
る
」（
P
22
）。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
濱
愛
子
さ
ん
が
、

tette

の
こ
れ
ま
で
と
、
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
未
来
を
想
い
な
が

ら
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。

◎
表
紙
の
写
真　
1
F
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
「tette 

通
り
」

た
っ
ぷ
り
と
陽
射
し
が
差
し
込
むtette

は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
「Ordinary Coffee

」
の
店
主
が
淹
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
香

り
と
共
に
１
日
が
始
ま
る
。
物
販
等
ブ
ー
ス
は
「
ブ
リ
キ
の
か
え

る
」
と
「
マ
マ
ア
ン
ド
キ
ッ
ズ 

キ
ュ
ー
リ
ー
」
が
並
ぶ
。

扉
の
む
こ
う

本
冊
子
に
つ
い
て

すかがわ、めぐるめく 第4号

編 集 後 記

本
冊
子
は
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
向

け
て
ひ
と
り
で
も
多
く
の
ひ
と
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
い
利
用
し
て
頂
く
た
め
に
、
平
成
28
年

の
春
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
３
年
目

の
春
を
も
う
す
ぐ
迎
え
ま
す
。
１
号
目
の
表
紙

撮
影
に
協
力
し
て
く
れ
た
、
市
内
の
高
校
に
通

う
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
も
、

す
で
に
卒
業
し
て
新
し
い
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
か
た
ち
で
時
間
の
経
過
を
感
じ
る
時
、

か
け
が
え
の
な
い
「
時
」
を
改
め
て
思
う
の
で

す
。
そ
し
て
、
平
成
31
年
１
月
11
日
に
開
館
し

て
、
新
し
い
「
時
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
軌
跡
を
ま
と
め
た

最
終
号
に
な
り
ま
す

が
、
こ
こ
か
ら
新
し

い
扉
が
開
き
、
未
来

へ
続
く
ペ
ー
ジ
が
作

ら
れ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。（
平

成
31
年
3
月
ス
テ
ィ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
）

（左）雪はギフト。平成30年の年末に村越さんと最後の
定点撮影。（右）飛んだ！自由な遊びをどこまでも。
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